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ハ ン ド ボール競技におけ るチ ーム間差に対す る有効な攻撃戦術に関す る研究- 明 ら かな体格差のみら れる ゲーム分析から 一 
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本研究は、 ハ ン ド ボールゲームにおけ る体格や体力差があ る対戦において勝利す る ための有効な戦術 を検討す るために、

ア テネ オリ ンピ ッ ク での決勝戦を と り あげ、 そのゲ ーム分析 を行 っ た。 その結果、 攻撃型においては速攻によ る ス ピ ー ド

を生か し た攻撃の出現及び正確性の向上、 ま た遅攻においては、 横のずれを作 り 出すよ う な攻め方 と し て、 コ ー ト 中央か

ら の仕掛け によ るサイ ドへの展開、 さ ら に クロ スによ るワ ンツ ウのパスワ ーク によ る攻撃が有効な攻撃戦術 と し て認め ら

れた n 
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1 . 目的
ハ ン ド ボールは決めら れた時間内に得点 を争い , 攻守

が瞬時に切り 替わる , 攻防相乱型ボールゲームである。 

こ の競技の特徴は, 片手で自由に扱え る大き さのボール

を使用 し , 垂直にたて ら れた ゴールを目指 し , と て も得

点 し やすいゲームである。 こ のこ と から考え て体格が大

き く 、 力強 く ボールが投げら れる選手はと て も 優位であ

る。 こ のよ う な選手 を集めて く れば勝利す るこ と は容易

である と考え ら れる。 こ のよ う なこ と から、 体格差 を克

服 し なけ れば体格や体力に劣 るチームは絶対に勝利す る

こ と は不可能と なる。

と こ ろで、 その差 を克服 し て勝利するための手立てと

し て戦術や戦略がある (大西1994)。 一般的に戦術とは、

試合におけ る プレーヤーの個人的 ・ 集団的行動様式、 行

為、 方策のこ と で、 自己の能力、 敵およ び味方の行動、

競技ルールな どによ っ て変化す る も のであ る と い われて

いる (朝岡 2000, 長谷川1990)。 集団と しての戦術は、

相手チームよ り 体力や技術が劣 る場合で も ゲームを有利

に展開させるこ と が出来る と いう 要素 を持ち、 チーム力

に大き く 関連す る も のであ る と考え ら れてい る。 すなわ

ち、 攻撃と守備の両面において相手を上回る集団戦術行

動のと れるこ と が課題と なる (後藤ら 2000) 。 攻撃にお

け る戦術課題と しては、 1 . 防御ライ ンを破る (ノ ーマー

ク) 、 2 . 人数的優位をつ く る ( オーバーナ ンバー) 、 3 . 
空間的優位をつ く る (オープ ンスペース) と いう 三つの

課題があり 、 こ れらの課題 を単独または組み合わせて達

成す る こ と によ り ゲームをよ り 有利に展開で き る と いわ

れてい る (ケルン 1998) 。 こ れまでに水上ら (1989) 、

長岡ら (1993) 、 山本ら (2000) は世界 ト ッ プチームの

攻撃に関す る攻撃戦術について報告 し、 戦術の重要性を

訴えてい る。

そこ で、 本研究では体格差や体力差のあるチームが ど

のよ う に し て こ の差 を克服 し てゲームを展開 し、 チ ーム

を勝利に導 く こ と ができ るかを検討す るための攻撃戦術

を明 らかに しよ う と考え、 2004年に開催さ れたアテネ オ

リ ン ピ ッ ク の女子決勝戦 (韓国対 デ ンマ ーク ) のゲーム

分析から攻撃戦術の特徴について比較 ・ 検討するこ と に

よ っ て、 体力や体格差があるチーム間差に対す る有効な

攻撃戦術 を見出 し てい く こ と を目的と する。 

11. 方法
1 . 対象ゲーム

ア テネ オリ ン ピ ッ ク の女子決勝戦の韓国と デ ンマ ーク

戦を VTR 撮影し、 対象と した。 韓国の平均身長が171cm, 
体重63.4kg に対 し てデンマークは平均身長が176cm (体
重は公表さ れていないが明 ら かに韓国を上回 る も のであ

る) と 体格で明 ら かにデ ンマ ークが優位であ る。 ま た、

デ ンマ ークはオリ ンピ ッ ク 3 連覇 を目指 し た大会であ る。 

2 . ゲーム分析方法

Sports Code Gamerbreaker ( フ イ ツ ト ネ ス ア ポロ 社製) 
を用い て、 対象ゲームに出現 し た プレ ー事象 を数量化 し

た。 
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3 . 分析項目

1 ) 攻撃完了率

攻撃回数と シュート 数から算出し た。 ただし、 攻撃回

数にはリ バウ ン ドの獲得によ る攻撃は含ま ない。

( シュ ー ト 数 ( シュ ー ト 成功数十シュ ー ト ミ ス数) / 

攻撃回数x 100)
2 ) シュート 成功率

シュ ー ト 数と シュ ー ト 成功数から算出 し た。

( シュート 成功数 / シュート 数 x 100)
3 ) 攻撃成功率

攻撃回数と シュート 成功数から算出し た。 ただ し、 攻

撃回数にはリ バウ ン ドの獲得によ る攻撃は含ま ない。

( シュート成功数 / 攻撃回数 x 100)
4 ) 攻撃型における シュート出現率およ びシュート成功率

シュ ー ト を速攻 と遅攻に分類 し、 それぞれの シュ ー ト

数と全 シュ ー ト 数から シュ ー ト 出現率 を算出 し、 それぞ

れの シュ ー ト 成功数と それぞれの シュ ー ト 数から シュ ー

ト成功率を算出した。 7 m スローについては、 7 m スロー

に至 っ た プレーを速攻 と遅攻に分類 し た。

(攻撃型別シュート 数 / 全 シュート 数 X100)
(攻撃型別シュート成功数 / 攻撃型別シュート数X100) 

5 ) 地域区分別 シュ ート 出現率およ びシュ ー ト 成功率

遅攻でのシュート を地 l、lのシュート数から地域別シュー

ト 出現率 を算出 し、 地域別の シュ ー ト 成功数から シュ ー

ト 成功率を算出し た。

(地域別シュート 数 / 遅攻でのシュート 数 x 100)
(地域別シュート 成功数 / 地域別シュート 数 x 100) 

111. 結果と考察

ゲームは前半 (14 : 14)、 後半 (11 : 11) の同点で終

了 し、 第 1 、 第 2 延長も 決着がつかず、 7 m スロ ーコ

ンテス ト と な り 、 最終的にデ ンマ ークが勝利 し、 オリ ン

ピ ッ ク 3 連覇を達成 し た。 こ こ での分析は前後半30分の

ゲームと し た。

1 . 攻撃完了率およ びシュ ー ト 成功率について

表 1 は両チームの攻撃完了率およ びシュ ー ト 成功率 を

示 し たものである。 攻撃完了率では前半はデンマーク の

方が韓国よ り も高 く 示 さ れたこ と から、 韓国よ り も デン

マ ークの方が ミ スな く シュ ー ト につなげ ら れていたこ と

が伺え る。 と こ ろが、 後半は両チームと も に70% を超え

る数値であっ たこ と から、 ボールをつないで う ま く シュ ー

ト していたこ とが伺える。 こ れまでの報告 (山本ら2009) 
にみら れるよ う に、 両チ ームと も に攻撃におい て ボール

をつな ぎう ま く 展開 し て シュ ー ト まで持ち込むこ と がで

き ていたこ と が示唆 さ れた。 一方、 シュ ー ト 成功率では

韓国は前半60% みら れたていたも のが、 後半48% まで低

下 した。 一方、 デンマークは前後半共に50%程度を維持

し ていた。 こ のこ と から、 韓国は後半 シュ ー ト の正確性

を欠 く プレーと な り 、 シュ ー ト ミ スが多 く な っ たこ と が

伺え る。 すなわち、 後半に体力的な疲れが生 じ ていたこ

とが原因 していると考え ら れる。 それで も前後半の両チー

ムと も に50%程度であっ たこ と は、 こ れまでの報告と同

様な数値であっ た。

2 . 攻撃型出現率およ び攻撃型別 シュート成功率

表 2 は両チームの攻撃型の出現率およ びシュ ー ト 成功

率 を示 し た も のである。 出現率では両チームと も に速攻

表 1 . 両チ ームの攻撃完了率およ びシュ ー ト成功率

攻撃完 了率 (% ) シュ ート 成功率 (% ) 

前半

後半

韓国

69.7 
76.7 

デン マ ーク

78.8
73.3 

韓国

60.9 
47 .8 

デ ンマ ー ク

53 .8
50.0 

トータル 73.0 76.2 54.3 52.1 

表 2 . 両チ ームの攻撃型出現率およ びシュ ー ト成功率

攻撃 型出 現 率 ( % ) 攻撃型別シュート成功率 (% ) 

前半

後半

速攻型

遅攻型

速攻型

遅攻型

韓国

27.3 
72.7 
16.7 
83.3 

デンマーク

24 .2
75 .8
16.7
83 .3 

韓国

100 
47.1 
33.3 
50.0 

デンマーク

50.0
55 .0

0
52 .4 

トータル 速攻型 22.2 20.6 77.8 42.9
遅攻型 77.8 79.4 48.6 53.7 
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表 3 . 両チ ームの地域別シュ ー ト出現率およ び成功率

地 域 別 出 現 率 ( % ) 地 域 別 成 功 率 ( % ) 

前 半

後 半

ロ ング

サ イ ド

ポ ス ト

ロ ング

サ イ ド

ポ ス ト

韓 国

58 .8
29 .4
11 .8
75 .0
10.0
15.0 

デ ンマ ー ク

75.0
15.0
10.0
85.7

9.5
4.8 

韓 国 デ ンマ ー ク

40.0 46.7
40.0 66.7
100 100 

33.3 44.4
100 100
100 100 

トー タル ロ ング

サ イ ド

ポ ス ト

67 .6 
18.9 
13.5 

80.5 
12.2

7.3 

36 .0 
57.1
100 

45.5 
80.0

100 

型よ り も遅攻型の方が明 ら かに多 く みら れ、 ほぼ80% 近
く は遅攻での攻撃であ っ た。 両チームと も後半にその傾

向は顕著に現れていた。 すなわち、 無理 をせずに大事に

1 点 を取り に行 っ ていたこ と が伺え、 特にその傾向は韓

国に認めら れる。

次に、 攻撃型 シュ ート 成功率では、 韓国は前半の速攻

ではすべて成功さ せるこ と が出来ていたが、 後半はその

精度は低下 し、 3 本のう ち 1 本 しか決ま ら な く な っ てい

た。 デンマーク も同様に低下 し、 後半では速攻によ る得

点がと れなかっ た。 一方、 遅攻では両チームと も に50% 
程度であるが、 デンマークの方に成功率が高 く 示 さ れた。 

こ の結果から、 韓国は速攻と 遅攻の攻撃でバラ ンスよ く

得点 を し ており 、 デ ンマ ークは速攻よ り も遅攻での得点

が大半 を占めてい る こ と が伺え る ものであ っ た。 すなわ

ち、 体格や体力差 を カバーするための攻撃戦術 と し ては、

韓国は防御から の切り 替え を早 く し、 ス ピー ドによ る速

攻の攻撃チ ャ ンス を生かせてい るこ と が示唆 さ れた。 こ

のよ う に速攻 をいかに得点につなげら れるかと い う こ と

が重要であ る と考え ら れる。

3 . 遅攻での地域別のシュート出現率およびシュート成功率

表 3 は遅攻におけ る両チ ームの地域別の シュ ー ト 出現

率 と シュ ー ト 成功率 を示 し たも のであ る。 ゲーム分析の

結果、 遅攻におけ る両チ ームの シュ ー ト はと も にロ ン グ

シュ ー ト の出現が最も多 く 認めら れた。 特にデ ンマ ーク

での出現率は80%程度と高値であっ た。

ま た、 遅攻でのロ ングシュ ー ト が占めるその得点率は、

デ ンマ ーク が82.3% で あ っ たのに対 し て、 韓国は46.1% 
と 低かっ た。 そのため、 韓国ではサイ ド シュ ー ト やポス

ト シュ ート の出現率が高 く 示 さ れた。 すなわち、 デンマー

クは体格や体力 を活かし てのロ ン グシュ ー ト を上手 く 得

点につなげてい る こ と がわかっ た。 一方、 韓国は どこ か

らでも得点でき るよう にコー ト プレーヤー一人一人がデイ

フ ェ ンス と の関係におい て、 役割 をき っ ち り こ な し て得
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点 し てい るこ と が認めら れた。 さ ら に、 遅攻におけ る集

団攻撃戦術 をみてみる と 、 デ ンマ ーク は遅攻におけ る全

攻撃54回のう ち、 9 m 外側でのク ロ スによ る攻撃が23 
回 (42.5%) あったのに対 して韓国は、 全攻撃49回のう

ち、 ク ロ ス攻撃が 9 回 (18.3%) であ っ た。 そ れに比べ

て、 韓国は相手 と のず れ を作 る オ ー プ ン攻撃 が20回

(40.8%) と多 く 認めら れた。 こ のこ と から 、 チ ームの

特性がいかさ れる攻撃戦術 をも ちながら、 得点機会を狙っ

てい る こ と が示 さ れた。 こ のよ う に、 そ れぞれのチ ーム

でそれぞれのプレ ーの特徴 を捉え るこ と がで き たわけ で

あ る。

そこ で、 韓国の遅攻での集団攻撃戦術を時間経過と と

も にみてみる と 、 前半では、 コ ー ト 中央の 2 対 2 におけ

る攻撃 を中心に組み立てていたこ と が示 さ れ、 それが起

点 と な っ て攻撃 さ れる こ と によ っ て、 両45度のデイ フ ェ

ンスがセ ン タ ーの カバーを し よ う と 少 し よ る こ と によ っ

て、 攻撃側の左右 フロ ー タ 一 がアウ ト 側にずれる こ と に

な り 、 パス をつ な ぐ こ と によ っ て、 サイ ド での 2 対 1 が
で き、 45度 フ ロ ー タ 一の カ ッ ト イ ンま たはサイ ド マ ンに

つないでのサイ ド シュ ー ト の攻撃がな さ れていた。 その

結果、 セ ン タ ー プ レ ーヤー、 ポス ト プ レ ーヤー、 両 フ ロ ー 

タ 一、 両サイ ド と どの ポ ジ シ ョ ンか ら も シ ュ ー ト が決め

ら れるチ ャ ンスがつ く り 出さ れてい るも のと考え ら れる。 

また、 こ の攻撃は 2 次、 3 次的な速攻場面で も みら れる

攻撃戦術 と し て展開 さ れていた。

ま た、 後半 では コ ー ト 中央でのク ロ ス攻撃によ っ て、

ク ロ スす る プレ ーヤーにデイ フ ェ ンスが引 き寄せら れて、

その裏 をつ く と い う 、 リ タ ー ンパスによ るワ ンツ ウーの

攻撃戦術によ る攻撃が多 く みら れた。 こ のこ とは、 攻撃

の一連の方向性 を変え る こ と につながり 、 デイ フ ェ ンス

の迷い を誘う こ と にな っ た と 考え ら れる。

こ れらの結果から、 体格や体力差に対 し て、 どう し て

も ロ ン グから攻め る こ と は難 し く な るため、 デイ フ ェ ン
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スの間 を どのよ う に攻めるかと い う 、 横のずれをつ く る

と い う 攻撃戦術が有効であるこ と が示唆 さ れた。 

IV. まとめ
ハ ン ド ボールゲームにおけ る体格や体力差があ る対 戦

におい て勝利す る ための有効 な戦術 を検討す る ために、

ア テネ オリ ン ピ ッ ク での決勝戦 (韓国対 デ ンマ ーク ) を

と り あげ、 そのゲーム分析 を行 っ た。 その結果, 攻撃型

におい ては速攻によ る ス ピー ド を生か し た攻撃の出現及

び正確性の向上、 ま た遅攻におい ては、 横のずれを作 り

出すよ う な攻め方 と し て コ ー ト 中央からの仕掛けによ る

サイ ドへの展開、 さ らにク ロ スによ るワ ンツウのパスワー

ク によ る攻撃が有効な攻撃戦術 と し て認めら れた . 
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